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酒 井  茂  活 動 ブ ロ グ よ り（平成30年）

4月
28日

　協会には現在800人の会員が所属してい
ますが、会員の高齢化と役員の引き受け手
がないことが課題となっています。
　私は、障がいのある方がその人らしく幸
せに生活できる環境整備のために、努力し
たいと思います。

身障者福祉協会が総会
　昨年の「九州北部豪雨」や今年の「平成
30年7月豪雨」（西日本豪雨）など大災害
が続いている状況から、全国的な防災対策
が急務となっています。私は、戸草ダムの
建設に向けた検討を始めることが、三峰川
や天竜川の治水のため重要だと考えます。

　当日は、土地改良施設の整備の重要性な
どについて報告がありました。
　農業は弱小産業であり、これに加えてＴ
ＰＰなどにより安い農産物が輸入されるこ
とになれば、更に農業経営は厳しさを増す
ことになります。

　ＪＡ上伊那が経営するガソリンスタンド
「長藤ＳＳ」の存続を求める地元地区の要
望活動がありました。
　農村地域では、給油所がなくなると生活
や営農に深刻な影響が出ますし、災害発生
時の備えも不十分なものとなるため、早急
に対策を考えなければなりません。

　最近のゲリラ的豪雨災害を見ても、河川
の整備と河川内の立木除去の重要性が明確
であり、計画的に対策を取らなければなり
ません。　　　　　　　　　　　　　　　
　河川や県道の整備については、地域住民
からも強い要望がありますので、県会議員
としてしっかり取り組んでいきます。

　私は「商工業の振興のためには、行政と
の連携が必要。県の現地機関である地域振
興局の果たす役割は重要であり、商工会の
相談等に対して親切に対応しなければなら
ない」と発言しました。
　私は中小企業の振興や地域の活性化のた
めに努力していきます。

　議会の広報公聴活動の一環として、議会
広報委員会が企画しました。
　次世代を担う若者との意見交換は大変勉
強になるので、今後もこうした機会を作っ
ていきたいと考えます。

　懇話会としては県に対して種子に関する
条例を制定するよう求めました。
　農業関連の予算の確保も困難な状況です
が、国とは別に県独自の予算の確保が必要
であり、今後も懇話会として予算確保に向
けて行動します。

　私は意見交換の中で、「竜東地域は竜西
地域に比べて道路整備が遅れており、計画
的に整備する必要がある。特に伊那生田飯
田線の伊那市東春近地籍（車屋区）は、高
校生の通学路であるが道路幅が狭く歩道も
ないため危険であり、重点的な整備が必
要」と述べました。

Vol.11

8月
30日
三峰川総合開発期成同盟
会が総会

9月
9日
参議院議員の国政報告会
に出席

9月
13日

9月
14日

河川治水砂防事業と
県道整備促進を県へ要望

9月
20日
ガソリンスタンドの存続
を要望商工会との懇談会

10月
10日

10月
17日

大学生との意見交換会を
実施

県農協懇話会が
知事へ要望

10月
18日 県道竜東線の整備を要望


